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平 於 幸 三
京都 ｢国際学生の家｣の夕食会に運営委員長として招かれたときのこと､前
に座った女性の見事なoxbridgeEnglishについ立ち入った質問をしたところ
namfromMunich.｣｡驚くと ｢ドイツ人だが､0Ⅹfordに3年ほど住んだか
らでしょう｡専門は言語学で､今ラテン語の辞き編纂の仕事をしている｡1か
月の予定で京大に来ているのは､面識がなかったけれど岡先生のいらっしゃる
大学で過ごしたかったから｡｣とおっしゃいます｡理由を聞いて震えました｡
｢ドイツの大学教授でもあれほどのドイツ語を書く人はめったにいません｡そ
んな方に会ってみたくて｡｣後日京大会館で ｢PAX｣と題する講演をされた
コイデルさんでした｡
岡先生とは､同級生の誼で中務君を訪れて松平先生の研究室にお邪魔したと
き､たまに御尊顔を拝することがあった程度で､先生の学殖 ･人格 ･識見の高
さを中務君から聞くばかりでした.岡先生の御馨咳に接したのは一度だけ､今
の勤め先にある生活費学研究所で御講演をお願いしたときのことです｡同研究
所は年間テーマを決めて運営していますが､ある年 ｢面｣をテーマにしたこと
があって岡先生にギリシアの ｢面｣についてお教えいただこうということにな
り､多田道太郎所長 (当時)のご指示のもと事前に御講演の内容を伺うため大
阪でお目にかかったことがあります｡その時はまだ講演の日から1ケ月あまり
前だったのですが､先生はすでに講演原稿をタイプしておられました｡こんな
大学者が､あるいは大学者だからこそかもしれません､完全な原稿を用意され
るとは｡おそれ多くて身が縮んだものです｡ご講演当日までさらに推敵を重ね
られたのは申すまでもありますまい｡そのときの講演論文は 『古代ギリシアの
｢面｣』と遷して武庫川女子大学生活美学研究所紀要5号に掲載されました0
先生の論文を掲載させていただいたことは研究所の誇りとなっています｡
こんな程度にしか存じ上げなかった私でさえ､言博まに大きな衝撃を受けたの
ですから､近しい方々の悲嘆はいかばかりかと拝察申し上げます｡私が工学部
衛生工学教室に勤務していたころ､ときに先生が土木系教室の中庭を通って文
学部の方に歩いておられたお姿をお見受けしましたが､今こうしていてもあり
ありと思い出します｡心より先生の御冥福をお祈り申します｡
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